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「安全帯未使用ペナルティ制度」の厳格運用について(再指示) 

 
標記の厳格運用については 2020 年 3 月 25 日付事務連絡（安-2019-64）で指示し

たところではありますが、関西支店内の作業所で 2ⅿ以上の墜落のおそれのある場

所での作業にもかかわらず、墜落制止用器具（以下、安全帯）を使用せずに 3.6ⅿ

墜落するという災害が発生しております。奇跡的に不休で済みましたが、重篤な災

害になってもおかしくない事案です。 

発生原因は、心理的要因も含めて色々あるようですが、明らかに危険を軽視した

行動災害です。また、同一作業班の仲間による声掛けが出来なかったことも大きな

要因のひとつと考えています。 

そこで今回、ペナルティ制度の厳格運用と現場間の実施状況のばらつきをなくす

ために関西支店版「安全帯未使用ペナルティ制度」（添付資料１参照）の内容を見

直しましたので徹底願います。 

 
記 

 
<安全帯未使用に対するペナルティ> 

１．高さ２ⅿ以上の墜落のおそれのある場所で、安全帯未使用の状態を現認

した場合は、即時に作業を中断させ、当事者と職長および同一作業班の

作業員全員に対し、現場代理人等から厳重注意し、反省会を実施した後、

作業の再開を許可する（当事者と職長に対してはペナルティ１）  

２．同一作業班の作業員による２度目の安全帯未使用の場合は、即時に作

業を中断させ、当事者と職長および同一作業班の作業員全員に対し、

事業主（1 次業者）による自主教育を実施し、現場代理人等に報告し、

その承諾を持って作業の再開を許可する 

（職長はペナルティ２、当事者は当事者の違反回数分のペナルティ） 

３．同一作業班の作業員による３度目の安全帯未使用の場合は、即時に作

業を中断させ、職長および３回目のペナルティ者に対し、以降２か月

間を限度として清水建設関西支店全作業所への入場を認めない。  

作業の再開に当たっては、墜落災害が発生した場合と同様とする 

（職長はペナルティ３、当事者は当事者の違反回数分のペナルティ） 

 



 

<安全帯未使用によって、墜落災害が発生した場合のペナルティ> 

   事業主（1 次業者）は自社における安全帯未使用防止対策を策定し、 

支店安全総括責任者宛てに書面をもって提出する（発災後７日以内） 

ペナルティについては支店安全総括責任者に一任とする 

また、墜落災害を発生させた現場は、危険体験カー｢甕割(ｶﾒﾜﾘ)号｣ 

「語り部カー」による体感教育を必須とする 

<その他> 

  ・ペナルティステッカーの使用に関しては、添付資料２参照 

  ・ペナルティ制度の起算は直近３年間とする            

（３年間でペナルティは０に戻る） 

  ・ペナルティは現場ごとではなく、支店内横刺しでの運用とする 

・命にかかわるルールの為、厳格運用とするが、事業主（1 次業者）によ

る安全帯未使用防止対策を策定し、現業部署長・安全環境部長へ報告の

上、支店安全総括責任者の承諾によりペナルティを緩和することができ

るものとする 

  ・現場ごとにより厳格な運用をする事は構わない 

 

以 上 
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